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夢の超特急 
校長 亀谷 寿一  

 

３月１４日（土）に北陸新幹線が開業しました。県民の長年の悲願だっただけに、

これからの私たちの暮らしに良い効果をもたらしてくれることを期待します。 

ところで、児童たちはこの新幹線開業をどんな思いで捉えているのでしょう。先日、

３年生の子供たちに北陸新幹線についての感想を聞いてみたところ、「速くてかっこ

いい！」「乗ってみたい。」といった声とともに、「万葉線が新高岡駅までつながっ

ているといいんだけど。」とか、「お父さんが仕事で大阪へ行くことがあるけど、ま

だ新幹線で大阪へは行けない。」と冷静に話す子供もいてびっくりしました。 

新幹線は、子供たちに大きな夢を与えてくれる存在に違いないと私は思っていまし

た。でもそれはいささか単純すぎる考えだったようです。子供たちは、新幹線への期

待と同時に自分たちの生活と照らし合わせ、課題もしっかり捉えていました。そして、

もっとこうなったらいいのにという思いももっていました。 

昭和３９年に開業した東海道新幹線は、営業運転210km/hの世界記録（当時）を打ち

立て、夢の超特急と呼ばれました。高度経済成長のまっただ中では最高速度を上げる

ことが夢の実現でした。しかし、今、東北新

幹線は320km/hの営業運転を行っています。世

界に目を向けると中国の上海トランスラピッ

ドは430km/hの営業運転をしています。ですか

ら、260km/hで運転する北陸新幹線は、スピー

ドの面からは夢の超特急ではありません。し

かし、「安全」「環境に優しい」「生活に密

着した利便性」といった交通機関としての実

用性を犠牲にすることなくスピードも上げるという非常に困難な課題を解決してきま

した。そういう意味では夢の超特急といってもよいと思います。 

子供たちの夢をのせて走る新幹線は時代とともに成熟度を増し、北陸にやってきま

した。３月１８日（水）は、本校の卒業式です。（このたよりを書いている時点では

卒業式はまだなので、このような書き方をします）３６名の卒業生には大きな夢を持

って中学校へ進学してくれることを願っています。その夢は、今の大人がもっている

ものと違ったものであって良いと思います。子供一人一人が次の時代の夢の超特急を

見つけ出し、実現に向けて努力をしてほしいです。そうすれば、日本はさらに成熟し

た社会へと成長していくと思います。がんばれ！放生津のはとっ子たち！ 

平成２７年３月１６日号 
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～１年間を振り返って～ 

１学期 

４月４日 始業式 

 

 

 

 

 

 

 

４月７日 入学式 

 

 

 

 

 

 

４月１８日 学習参観 

 

 

 

 

 

 

 

４月２２日 交通安全教室 

 

 

 

 

 

４月２３日 色団結団式 

 

 

 

 

 

 

４月２５日 校外学習（低学年） 

 

 

 

 

 

５月１０日、１５日 春季祭礼 

 

 

 

 

 

 

 

５月１８日 運動会 

 

 

 

 

 

６月６日 なかよしウォーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ころんでも一人で起きられる子になろう
ね。」 

 学習参観は緊張しましたが、お家の人には
頑張っている姿を見ていただけました。 

 はとっ子は交通ルールを守って、安全に気
をつけます。 

２７人の新しいはとっ子たちを迎えまし
た。 

 さあ、運動会頑張るぞ！縦割活動もしっか
りやるぞ！ 

ファミリーパークで動物たちと仲良くな
りました。 

 二の丸町、江柱、二の丸本町の獅子舞が学
校にやってきました。地域の伝統文化を肌で
感じる日となりました。 

 天気にめぐまれ、すばらしい運動会となり
ました。１９の種目に熱戦が繰り広げられま
した。 

放生津橋、東橋、山王橋、中新橋、中の橋
をめぐり、新湊漁港東西連絡道を通って海王
丸パークを目指しました。天気が心配されま
したが、お昼からは、汗ばむくらいの良い天
気となりました。 
気持ちよかったですね。 
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夏休み 

８月２０日、２１日 立山登山（６年） 

 

 

 

 

 

 

 

８月２８日、２９日 海洋教室（４年） 

 

 

 

 

 

 

２学期 

９月４日、５日 宿泊学習（５年） 

 

 

 

 

 

 

 

９月２７日 澤武紀行さんコンサート 

 

 

 

 

 

 

１０月２日 フォールボランティア 

 

 

 

 

 

 

１０月１２日 学習発表会 

 

 

 

 

 

 

１０月１７日 校外学習（３年） 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２０日 大塚監督講演 

 

 

 

 

 

 

１０月２３日 マラソン記録会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２７日 感謝の集い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 天候が危ぶまれましたが、一瞬の晴れ間を
ついて、全員が雄山に登頂しました。お家の
人も早朝から付き添ってくださいました。 

 マスト登りやカッター訓練など普段でき
ない体験をして、皆たくましくなりました。 

 ドイツで活躍する澤武さんは放生津小の
卒業生です。素晴らしい歌声と楽しいトーク
であっという間に時間が過ぎていきました。 

 雨が降ったりやんだりの天気でしたが、来
拝山に全員登頂成功しました。 

 祭礼の後、中学生のお兄さんお姉さんと一
緒に地域をきれいにしました。 

 ステージ発表では、どの学年も精一杯演技し
ました。 

 富山第一高校のサッカー部を日本一に導
いた大塚監督は、とても優しい方でした。 

 鱒の寿司ミュージアム、ワンダーラボ、広
貫堂資料館を見学しました。 

 マラソン記録会は、順位を競い合うだけ
でなく、個人の目標タイムの達成を目指し
ました。精一杯走る姿がとてもまぶしかっ
たです。 

日頃からお世話になっている地域の方々を
お招きして、「感謝の集い」を開催しました。 
子供見守り隊やポッポの会の皆さん、放課後
クラブの講師の先生方、などたくさんの方々
が参加してくださいました。 
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１２月１７日 富山グラウジーズ来校 

 

 

 

 

 

 

 

 

３学期 

１月８日 書き初め大会 

 

 

 

 

 

 

 

１月２２日、２３日 スポーツアイランド王国 

 

 

 

 

２月１７日 曳山囃子交流会 

 

 

 

 

 

 

 

３月５日 卒業おめでとう集会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この１年間の放生津小学校の子供たちの成長を振り返ると、実に感慨深いものがありま

す。小学生にとっての１年間は、大人の１年間とは比較にならないくらい変化の可能性

に富んだものであります。からだが大きくなる、体力がつく、考え方がしっかりしてく

る。その変化をわれわれ小学校の教職員は日々目の当たりにする幸せに恵まれています。 

 保護者の皆様にその一端でもお伝えできればと思い、学校だよりを書いてきましたが、

後半になって発行回数が少なくなってしまいました。反省して

おります。その分は、学校のホームページの更新を頑張ってい

たつもりなのですが、どうでしょうか。 

 卒業式の様子は、必ずホームページ で詳しくお伝えしよう

と思っておりますので、楽しみにしていてください。 

（ホームページ http://wp-houjoudu.imizu.ed.jp/ ） 

 皆様のご協力とご支援のおかげをもちまして平成２６年度

の終わりを迎えようとしています。本当に１年間ありがとうご

ざいました。 

 水戸選手、俊野選手、安部さんが訪問してく
ださいました。「大きな夢も小さな目標を一つ
ずつ達成していくことでかなう。」というお話
が印象的でした。 

 １・２年生は教室で、3 年生以上は体育館
で行いました。教室や体育館には、きりっと
引き締まった時間が流れました。 

 「富山スポーツアイランド王国」から２人の
先生をお招きして、体育の授業を行いました。
楽しい授業をありがとうございました。 

 新湊小学校において、曳山囃子クラブ交流会
が行われました。本校のまっつんクラブのメン
バーは、堂々と 7 曲の演目を演奏しました。 

 １～５年生全員が、これまでお世話になった６
年生へ向けて、精一杯の気持ちを伝えました。温
かい２時間を全校児童、そして教職員も一緒に過
ごすことができました。 
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